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2025 年 10 月 1日　No.532

〒 114-0014　東京都北区田端 1-24-22　山柿ビル３F　　電話番号　03-5842-1931

全国スキー協第 34 期　第４回常任理事会議事録
日　時　２０２５年９月２５日　20：00 ～

１　この間の日程
８月１８～２７日　全国山スキー部　ニュージーランド
８月２３日　　　　全国スポーツ連盟第５回理事会　ZOOM　13：00 ～　小川
８月２８日　　　　ブロック担当常任理事会議　三浦、小川、渡邉、伊藤、関根、東山、加藤、池田、菅沼
９月　６日　　　　全国山スキー部 50 周年レセプション　アルカディア市ヶ谷　18：00 ～ 　50 名
９月　５日～７日　山スキー部会
９月１７日　　　　競技大会第２回実行委員会
９月１８日　　　　全国競技部会

２　これからの日程（常任理事会は毎月第３月曜日と第４木曜日を交互に開催）
９月２７日　　　　関西 B 学習交流集会
９月２７～２８日　関越 B 学習交流集会

１０月　５日　　　　関西 B ブロック会議
１０月２５～２６日　東海 B 学習交流集会
１１月　９日　　　　第 34 期第２回全国理事会　13：00 ～ 17：00
１１月１５～１６日　新スポーツ連盟 60 周年レセプション並びに理事会　名古屋市内　小川参加

３　各部局から報告・討議
●山 ス キ ー 部　レセプション＆部会報告　前年度部会清算について
●競 技 部　部会報告　競技規則改訂提案、次回の常任理事会で精査し全国理事会へ提案
●指導員部から　指導員登録の現状報告、期限は９月 30 日　中央研修会要項確認　10 月４日から募集開始
●組 織 局 か ら　ホームページの現状　現在、都道府県ページのパイロット版を作成中　組織局会議報告

各県から新たに組織担当者選出依頼
●競技大会実行委員会の進捗は？　レジュメ（別紙参照）
●サマーセミナーの件　何か進展がれば
●総 務 か ら　全国事務所のプリンター更新完了、パソコン購入の提案は機種も含めて事務局に一任

４　その他
常任理事会内規について（別紙）
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全国山スキーたより Ｎｏ.１０４ ２０２5年 9月 25日発行 
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Eメール wsaj@post.email.ne.jp  発行責任者 山スキー部長 島崎成利 

 

全国山スキー部50周年行事と組織、規約等改革問題  

 世代交代、組織の維持・普及、技術や安全の 

研修と普及、気候危機打開などの課題鮮明!! 
はじめに 

全国山スキー部会東京会場（アルカディア市ヶ谷・私学会館）は、２０２５

年９月６日（土）、７日（日）2 日間にわたり開催され、東京での開催であり、

東京スキー協の聞間会長にご挨拶をいただき始まりました。参加者は、東北ブ

ロック、甲信越ブロック、東海ブロック、関西ブロックから、会場の参加者が

６日(土)２２名(4名)、７日（日）２７名（7名）※（内オンライン参加）また、

全国スキー協和田会長も、部会に一部ご参加いただき、山スキー部へのご意見

ご提案をいただきました。50 周年を迎えた山スキー部らしい部会になりました。 

台風が５日東京直撃！という中、５日（金）の夜には、隅田川の屋形船での

お楽しみ会も行われ、台風一過の夜空に映える、東京の夜景、スカイツリーや

レインボーブリッジなどを水面より望み、楽しむことができました。 

今回は、部会に加え、６日の夜 18 時から「山スキー部 50 周年の集い」とい

うイベントもあり、会場の準備やイベント準備にあたっていただいた、東京ス

キー協の菱沼さん、山川さん、川島さん、鈴木さん、桑原さんには、事前、当

日と大変なご苦労をおかけいたしました。さらに 50周年記念誌作成では、編集

に携わっていただいた、SC こなゆき高橋さん、スキーメイトの武田さんには、

ギリギリまでお手数をおかけして、何とか完成に漕ぎ着けたという経緯もあり

ました。その他にも、先輩諸氏をはじめ様々な方の協力のもと、50 周年の集い、

部会の開催が無事終わることができたこと、心よりお礼を申し上げる次第です。 
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スキー教程を正しく理解し、安全で楽しいスキーを普及しよう！ 

2025中央研修会のご案内 
全国勤労者スキー協議会 技術教育局 指導員部・技術部 

研修テーマ：「真下への横滑り左右連続から谷回りターン技術への展開」 
副題：～股関節の３つの役割～ 

中中央央研研修修会会はは 55年年前前かからら電電子子申申込込みみ（（郵郵送送//FFAAXX 不不可可））、、参参加加費費振振込込先先、、理理論論研研修修実実施施方方法法をを変変更更ををししてていいまますす  

詳細は以下をご覧のうえ、間違いのないようにしてください。 

今回も、通常の土～日曜日に加え、月～火曜日の平日プランを設定しました！ 

週末プラン：12月 6日(土)9時～7日(日)13時（予定） 志賀高原横手山 or熊の湯 スキー場  

平日プラン：12月 8日(月)9時～9日(火)13時（予定）    〃       

※ 週末プラン、平日プランともに「基礎技術研修」と「理論研修（事前自習方式）」です。 

※ 応用発展技術研修受講を希望の方は２日目午後にプラス２時間：15時半終了予定で実施（料金はプラス 1,500円）。 

※ 応用発展技術研修の受講は申込み時に同時受付けしますので、参加費に 1,500円をプラスして納入ください。現地で

の申込みは受付けません。なお、応用発展技術研修のみの受講はできません。 

※ 応用発展技術研修の現地でのキャンセルは返金できません。 

【【宿宿          舎舎】】硯硯川川ホホテテルル  TTEELL00226699--3344--22992211  〒〒338811--00440011長長野野県県下下高高井井郡郡山山ノノ内内町町志志賀賀高高原原硯硯川川温温泉泉  

新型コロナウイルス感染症（COVID-19)やインフルエンザ予防の観点から発熱や体調不良の場合は参加しないようにお

願いします 

【【集集合合場場所所・・時時間間】】週週末末ププラランン：：1122//66((土土))午午前前 99時時  横横手手山山第第１１リリフフトト乗乗りり場場前前  （変更の場合、ロビーに案内貼り出し）  

平平日日ププラランン：：1122//88((月月))午午前前 99時時  横横手手山山第第１１リリフフトト乗乗りり場場前前  （変更の場合、ロビーに案内貼り出し）  

【【研研  修修  内内  容容】】①①理理論論、、②②基基礎礎技技術術、、③③応応用用発発展展技技術術（①・②は必須。③は事前申込者に限り受講可、当日申込は不可。）  

【【参参    加加    費費】】ＡＡｺｺｰーｽｽ：：2266,,000000円円（（22泊泊 44 食食））  ＢＢｺｺｰーｽｽ：：2233,,550000 円円（（11..55 泊泊 33 食食））  ＣＣｺｺｰーｽｽ：：1177,,550000円円（（11泊泊２２食食））    

（各コースとも理論、基礎技術の講習代込み。ただしリフト代、昼食代は別。） 

※ 応応用用発発展展技技術術受受講講者者はは上上記記参参加加費費にに 11,,550000円円追追加加（（応応用用発発展展技技術術ののみみのの受受講講ははででききまませせんん））  

【【申申    込込    みみ】】：：下下記記のの２２つつのの SSTTEEPP をを順順番番にに行行っってておお申申しし込込みみくくだだささいい。。片片方方でではは申申込込みみ完完了了ににななりりまませせんん。。  

申申込込期期間間：：1100//44（（土土））99：：0000～～1111//2211（（金金））2233：：4455  ※申込み期間終了後（変更を含む）は受付けません。 

  

  

  

  

１１））参参加加申申込込みみ：：  

１１．． ススママホホ、、タタブブレレッットトかかららのの申申込込みみ  

右右のの QQRRココーードドをを読読みみ込込みみ、、「「22002255中中央央研研修修会会参参加加申申込込書書」」にに入入りり、、必必要要事事項項をを選選択択・・

記記入入しし「「送送信信ボボタタンン」」をを押押ししてていいたただだくくここととでで、、参参加加のの申申しし込込みみががででききまますす。。  

２２．． パパソソココンンかかららのの申申込込みみ  

hhttttppss::////ffoorrmmss..ggllee//MMAAddiirrJJdd66LLkkkkkk77qqRRbbAA  
かからら「「22002255中中央央研研修修会会参参加加申申込込書書」」にに入入りり、、必必要要事事項項をを選選択択・・記記入入しし「「送送信信ボボタタンン」」をを押押ししてていいたただだくくここ

ととでで、、参参加加のの申申しし込込みみががででききまますす。。  

SSTTEEPP１１  

参参加加申申込込みみ  

１１））のの方方法法でで  

SSTTEEPP２２  

参参加加費費のの振振込込  

２２））のの振振込込先先へへ

へへ  

  

申申込込みみ  

完完了了  
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いずれもインターネットからの申込みで、一人ずつの申込みとなり、まとめての申込みはできません。 

お申込みの際には中央研修会事務局からのメール（wsajkensyu@gmail.com）をお受け取りいただけるよう、受信設定をお願いいた

します。 

携帯電話会社が提供するメールサービスのメールアドレス（@docomo.ne.jp, @au.com, @softbank.ne.jp, @ymobile.ne.jp, 

@uqmobile.jp等）の方は迷惑メール対策が強化されており、事務局からのメールが届かないといったトラブルが発生します。携帯

電話メールアドレスは使わず、Gmail、icloud、Yahoo!メールなどのフリーメールアドレスをお使いください。パソコンでメールを

使っておられる方はそのメールアドレスで構いません。 

２２））参参加加費費のの振振込込：：  

【【参参  加加  費費  振振  込込  先先】】 

◇◇ゆゆううちちょょ銀銀行行かからら⇒⇒記記号号：：1100998800  番番号号：：1199883388339911  フフククシシママ  アアキキララ  

◇◇ゆゆううちちょょ銀銀行行以以外外かからら⇒⇒店店名名：：〇〇九九八八（（ゼゼロロキキュュウウハハチチ））  店店番番：：009988  普普通通貯貯金金  口口座座番番号号：：11998833883399  フフククシシママ  アアキキララ  

※※参参加加費費はは申申しし込込みみかからら１１週週間間以以内内にに振振込込みみををおお願願いいししまますす。。  

※※送送金金時時のの送送信信者者名名はは参参加加者者氏氏名名（（漢漢字字 77 文文字字以以内内・・カカタタカカナナ 1133 文文字字以以内内））ででおお願願いいししまますす。。  

✓ 複数の方の参加費をまとめて振込んだ場合は、申込み時に送られている受付メールアドレス宛に「振込み内訳（所属スキー協名、全員の名前、
各自の金額など）」を記載したメールを必ず送付ください。 

✓ 振込み金額の間違いがないようにお願いします（応用発展技術受講申込者の受講費モレが例年発生しています）。 

✓ 振込手数料は参加者負担です。現地での現金扱いは行ないません。 

✓ 従来の青い郵便振替用紙を使った方法とは異なりますので注意してください。ゆうちょ銀行の ATMは土曜日曜も利用できます。  

✓ キャンセル等で返金の場合の振込料は申込者の負担となります。  

【【募募  集集  人人  員員】】  週週末末ププラランン：：7700 名名（先着順）    平平日日ププラランン：：2244名名（先着順、最少催行人数 3名） 

※申込締切日前に定員に達する場合があります。早めの申込みをお願いします。 

【【持持    ちち    物物】】  公公認認資資格格証証、、ネネーームムププレレーートト、、筆筆記記用用具具、、  

教教程程書書（（第第  33  版版  22002233年年  44  月月  99  日日））  

hhttttpp::////wwwwww..mmmmjjpp..oorr..jjpp//wwssaajj//kkaakkuubbuu//ddaattaa//2200223300440099__kkyyootteeii..ppddff  

【【そそ    のの    他他】】  11、、キキャャンンセセルル代代：：参参加加費費全全額額にに対対しし  

開開催催日日 66日日前前＝＝2200％％、、55～～22日日前前＝＝3300％％、、11日日前前＝＝4400%%、、開開催催日日当当日日以以降降＝＝110000％％      

22、、傷傷害害保保険険：：各各自自加加入入ののこことと  

★★注注意意事事項項：：  

 ホホテテルル 11階階ロロビビーーにに部部屋屋割割名名簿簿、、研研修修ククララスス分分けけ名名簿簿、、連連絡絡事事項項ななどどをを掲掲示示ししまますすののでで必必ずず確確認認くくだだささいい。。  

 おお部部屋屋へへのの入入室室はは申申しし込込みみををししたた通通りりのの日日程程でで行行なないい、、入入室室はは以以下下のの通通りりととななりりまますす。。  

➢ 金金曜曜（（日日曜曜））夕夕食食かかららのの方方：15 時以降入室。その前は地下大広間に荷物を置いてスキー場にお出かけください（貴重品自己管理）。 

➢ 金金曜曜（（日日曜曜））宿宿泊泊かかららのの方方：20 時以降入室。深夜着でも警備の方が対応します。同室の方の迷惑にならないように入室ください。 

➢ 土土曜曜（（月月曜曜））夕夕食食かかららのの方方：15 時以降入室。到着後は地下大広間に荷物を置いてスキー場にお出かけください（貴重品自己管理）。 

★★ススケケジジュューールル（（予予定定））：：変更の場合はホテル１階ロビーに掲示します  

1122月月 66 日日（（土土））oorr  88日日（（月月））  1122月月 77日日（（日日））oorr  99 日日（（火火））  

0099::0000  開開会会式式（ゲレンデ）（（全全員員））  0077::1155～～  朝朝食食  

0099::1155～～1155::3300（予定）  基基礎礎技技術術研研修修（ゲレンデ）（（全全員員））  0099::0000～～1122::0000  基基礎礎技技術術研研修修（ゲレンデ）（（全全員員））  

1166::3300～～1177::5500（予定）  イイメメーージジトトレレーーニニンンググ  

（宿舎地下大広間）（（希希望望者者））  

1122::0000～～1133::0000  技技術術のの目目合合わわせせ（ゲレンデ）（（全全員員））  

1188::0000～～  夕夕食食  1133::0000～～  閉閉会会式式（ゲレンデ）（（全全員員））  

【【理理論論研研修修ににつついいてて】】  

理論研修は動画（約３時間）を参加者が事前視聴して自習する

方式とします（2025/7/24全国スキー協常任理事会決定事項）。

申込み締切り日以降に参加者に動画の URL をメールで連絡しま

すので中央研修会までに事前自習をお願いします。中央研修会

は事前自習を行ったことを前提に実施します。 

1133::3300～～1155::3300  応応用用発発展展技技術術研研修修（ゲレンデ） 

※※申申込込時時のの希希望望者者ののみみ  

※※問問合合せせメメーールルアアドドレレスス：：wsajkensyu@gmail.com  （（中中央央研研修修会会事事務務局局））  


